
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

守
山
区
推
進
委
員
会
主
催
の
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、

区
内
小
中
学
校
の
児
童
と
生
徒

が
百
十
五
作
品
を
応
募
。
こ
の

ほ
ど
優
秀
作
品
七
点
が
選
ば

れ
、
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
身
近
な

体
験
や
感
じ
た
こ
と
の
作
文
を

通
じ
て
〝
明
る
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
〟
を
考
え
て
も
ら
お

う
と
す
る
も
の
。
十
二
月
二
十

一
日
に
は
守
山
保
護
区
の
保
護

司
二
人
が
森
孝

中
学
校
＝
四
軒

家
二
＝
を
訪

れ
、
優
秀
賞
の

桒く
わ

田た

理
彩
さ
ん

（
一
年
）
を
表

彰
し
た
。

応
募
の
き
っ

か
け
は
、
小
学

校
時
代
に
同
級

生
が
（
同
コ
ン

テ
ス
ト
の
）
賞
を
も
ら
っ
た
か

ら
と
い
う
桒
田
さ
ん
。
作
品
名

は
「
犯
罪
は
誰
で
も
犯
し
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
」
。
心
に

余
裕
が
な
い
な
ど
犯
罪
を
起
こ

し
て
し
ま
う
人
の
特
徴
や
、
二

度
と
同
じ
こ
と
を
し
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
と
い
っ
た
自

身
の
考
え
で
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
四
枚
を
埋
め
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

周
り
の
人
は
、
大
切
な
人
や

身
近
な
人
が
、
落
ち
込
ん
で
い

る
と
き
や
様
子
が
お
か
し
い
と

き
に
寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

（
中
略
）
そ
う
や
っ
て
自
分

の
た
め
で
も
優
し
く
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
自
分
を
認
め
る

こ
と
も
出
来
て
、
そ
の
人
も
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
一
石

二
鳥
だ
と
思
い
ま
す
。
心
に
余

裕
を
持
つ
こ
と
で
、
誰
か
を
巻

き
込
ん
で
の
犯
罪
や
、
自
殺
も

少
し
は
な
く
な
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

※
作
品
の
一
部
抜
粋
、
表
記

の
仕
方
な
ど
原
文
の
ま
ま

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

桒
田
さ
ん
は
「
自
分
が
嫌
な

気
持
ち
に
な
っ
て
も
、
お
母
さ

ん
に
慰
め
て
も
ら
う
と
救
わ
れ

る
」
と
の
思
い
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
文
章
を
展
開
。
犯
罪
の
予

防
や
犯
罪
を
し
た
人
の
立
ち
直

り
に
は
人
と
人
と
の
関
わ
り
が

大
切
な
ど
の
考
え
を
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
表
し
て
い
る
。

「
自
分
で
も
内
容
が
分
か
ら

な
く
な
っ
た
り
し
て
難
し
か
っ

た
」
と
作
文
を
振
り
返
っ
た
桒

田
さ
ん
。
「
日
常
生
活
で
も
考

え
て
言
葉
を
交
わ
す
よ
う
に
な

っ
た
」
と
も
。
受
賞
に
つ
い
て

は
「
一
位
に
な
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
か
ら
、
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

そ
の
ほ
か
の
受
賞
者
・
作
品

名
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）
。

〈
優
秀
賞
〉
▽
吉
本
紋
彩

（
天
子
田
小
六
年
）
「
思
い
や

り
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
」

〈
保
護
司
会
長
賞
〉
▽
加
藤

永
玲
奈
（
守
山
北
中
一
年
）

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
が
社
会
を

明
る
く
す
る
」
▽
山
本
修
也

（
守
山
北
中
三
年
）
「
地
域
の

清
掃
活
動
と
犯
罪
の
防
止
」
▽

松
下
琴
音
（
志
段
味
西
小
六

年
）
「
優
し
い
気
持
ち
を
広
げ

よ
う
」
▽
堂
脇
く
れ
あ
（
上
志

段
味
小
六
年
）
「
『
思
い
や

り
』
を
大
切
に
」
▽
小
川
采
莉

（
志
段
味
西
小
六
年
）
「
思
い

や
り
の
力
」

守
山
消
防
署
（
森
田
聖
二
署

長
）
に
よ
る
「
守
山
区
消
防
表

彰
式
」
が
先
月
十
九
日
、
サ
イ

エ
ン
ス
交
流
プ
ラ
ザ
＝
桜
坂
五

＝
で
行
わ
れ
、
消
防
活
動
に
貢

献
し
た
個
人
や
団
体
に
感
謝
状

や
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

同
表
彰
は
火
災
や
救
急
な
ど

の
緊
急
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
１

９
番
」
に
ち
な
み
、
一
月
十
九

日
や
近
い
日
程
で
実
施
。
こ
と

し
は
三
年
ぶ
り
に
会
場
を
使
っ

て
の
開
催
と
な
り
、
受
賞
者
や

来
賓
ら
五
十
人
以
上
が
出
席
し

た
。
受
賞
者
・
団
体
は
次
の
通

り
（
敬
称
略
）
。

【
感
謝
状
】
▽
消
防
協
力
者

＝
東
濃
信
用
金
庫
守
山
支
店
、

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
、
中
日
信
用

金
庫
守
山
支
店
、
丹
羽
由
、
小

幡
小
学
校
、
金
城
学
院
大
学
広

告
研
究
会
、
イ
オ
ン
守
山
店
、

ア
ピ
タ
パ
ワ
ー
新
守
山
店
、
大

森
授
産
所
、
体
感
！
し
だ
み
古

墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▽
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
運

動
推
進
功
労
＝
大
森
学
区
防
災

安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
苗

代
学
区
同
、
二
城
学
区
同
、
鳥

羽
見
学
区
同
、
志
段
味
東
学
区

同
、
森
孝
西
学
区
同
、
白
沢
学

区
同▽

消
防
団
業
務
協
力
者
＝
加

藤
忍
、
伊
藤
均
、
柳
澤
一
郎
、

宮
川
松
利
、

木
庄
司
、
柏
田

英
一
、
伊
藤
一
重
、
勝
雅
次
、

丸
山
榮
一
、
住
田
光
史
、
伊
藤

孝
、
木
村
吉
平
、
今
井
隆
裕
、

鎌
倉
安
男
、
吉
田
伊
津
美
、
木

全
金
司
、
中
野
博
文

▽
功
労
消
防
団
員
家
族
＝
福

本
亜
紀
、
広
田
千
博
、
松
岡
尚

美
、
内
山
実
紀
、
水
野
菊
江
、

水
野
敏
夫
、
岡
本
真
理
子
、
早

瀬
順
子
、
水
野
牧
子
、
森
将

海
、
柴
田
恵
子
、
石
黒
直
美
、

花
村
暢
子
、
山
崎
尚
子
、
角
田

名
奈
子
、
大
谷
里
美
、
服
部
淳

子
、
石
川
久
美
子

【
表
彰
状
】
▽
優
良
防
火
管

に
手
作
り
絵
本

作
品
を
募
集
。

そ
の
優
秀
作
品

が
こ
の
ほ
ど
決

ま
り
、
表
彰
が

行
わ
れ
た
。

区
社
協
ほ
か

が
取
り
組
ん
で

い
る
地
域
福
祉

活
動
計
画
の
一

つ
「
子
ど
も
の

活
躍
場
づ
く
り

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト
」
の
関
連
イ

ベ
ン
ト
で
二
回

目
。
今
回
は
「
お

で
か
け
（
つ
え
や
車
い
す
な
ど

福
祉
用
具
が
出
て
く
る
話
）
」

が
テ
ー
マ
の
作
品
を
、
夏
休
み

に
合
わ
せ
て
募
集
し
た
。

審
査
は
区
民
ら
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
委
員
と
区
社
協
職
員

が
行
い
、
デ
ザ
イ
ン
や
ス
ト
ー

リ
ー
な
ど
五
項
目
で
評
価
。
二

つ
の
作
品
が
同
点
に
な
り
、
両

方
を
最
優
秀
「
活
動
計
画
賞
」

と
し
て
選
ん
だ
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
「
守
山
西
城
学

童
」
は
、
昨
年
に
続
き
二
度
目

の
最
優
秀
賞
。
作
品
名
は
「
ゆ

め
の
ふ
く
し
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
、
こ
ん
な
福
祉
ロ
ボ

ッ
ト
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
―
の

思
い
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
作
品
は

杉
田
円
果
さ
ん
・
伊
藤
海
来
さ

ん
・

木
美
芳
さ
ん
・
臼
井
咲

織
さ
ん
の
小
学
五
年
生
四
人
組

に
よ
る
絵
本
「
勇
気
を
も
ら
え

る
場
所
」
。
事
故
で
両
脚
を
失

っ
た
女
の
子
が
前
向
き
に
な
っ

て
い
く
姿
を
描
い
た
物
語
。

守
山
西
城
学
童
へ
の
表
彰
は

先
月
十
三
日
、
区
社
協
の
職
員

三
人
が
同
学
童
＝
村
前
町
＝
を

訪
問
。
勝
見
ゆ
り
子
次
長
か
ら

賞
状
を
受
け
取
っ
た
徐
悠
琳
さ

ん
（
守
山
小
五
年
）
と
青
山
み

の
り
さ
ん
（
同
四
年
）
は
「
二

人
で
頑
張
っ
た
か
ら
、
賞
を
も

ら
え
て
う
れ
し
い
」
と
、
互
い

に
顔
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
に
し

な
が
ら
話
し
て
い
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

優
秀
作
品
二
点
（
複
写
）
の
展

示
場
所
・
期
間
は
次
の
通
り
。

▽
守
山
区
役
所
＝
小
幡
一
＝

一
階
中
央
玄
関
、
二
月
二
十
一

日
（
火
）
―
三
月
二
日
（
木
）

▽
志
段
味
図
書
館
＝
深
沢
一

＝
二
階
廊
下
、
三
月
一
日

（
水
）
―
三
十
一
日
（
金
）

※
閉
庁
日
・
休
館
日
を
除
く

名
古
屋
市
守
山
区
奉
賛
会
は

先
月
二
十
九
日
、
尾
張
大お

お

國く
に

霊た
ま

神
社
（
国
府
宮
＝
稲
沢
市
）
の

「
国
府
宮
は
だ
か
祭
」
に
奉
納

す
る
鏡
餅
作
り
を
Ｊ
Ａ
な
ご
や

志
段
味
支
店
＝
中
志
段
味
＝
で

行
っ
た
。

同
会
は
二
〇
一
九
年
に
区
内

で
は
三
十
七
年
ぶ
り
と
な
る
大

鏡
餅
奉
納
を
実
施
。
そ
の
翌
年

か
ら
小こ

餅も
ち

・
お
礼
餅
と
呼
ば
れ

る
鏡
餅
の
奉
納
を
続
け
て
お

り
、
こ
と
し
は
会
員
ら
二
百
人

以
上
が
参
加
し
た
。

餅
つ
き
に
は
五
俵
（
三
百
㌔
）

の
も
ち
米
が
用
意
さ
れ
、
感
染

症
対
策
を
考
慮
し
て
家
庭
用
大

型
餅
つ
き
機
三
台
を
使
用
。
つ

き
あ
が
っ
た
餅
は
広
げ
て
冷
ま

し
た
後
、
ひ
し
形
と
丸
形
の
型

枠
に
入
れ
て
成
型
し
た
。

会
場
で
は
、
縁
起
も
の
だ
か

ら
―
と
、
う
す
と
杵
に
よ
る
餅

つ
き
も
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
ら

が
「
よ
い
し
ょ
」
と
元
気
な
か

け
声
を
響
か
せ
た
。
ま
た
、
餅

入
り
の
豚
汁
も
振
る

舞
わ
れ
、
参
加
者
が

冷
え
た
体
を
温
め
て

笑
顔
を
見
せ
て
い

た
。「

こ
う
し
た
行
事

に
よ
る
つ
な
が
り
な

ど
、
皆
さ
ん
の
気
持

ち
や
意
識
の
高
ま
り

が
守
山
の
発
展
に
も

つ
な
が
っ
て
い
け

ば
」
と
同
会
の
森
藤

左
エ
門
会
長
。
鏡
餅

は
後
日
飾
り
付
け
、

二
月
二
日
に
奉
納
さ

れ
た
。

守
山
警
察
署
（
杉
本
浩
治
署

長
）
に
よ
る
「
感
謝
状
贈
呈

式
」
が
先
月
六
日
、
渋
川
福
祉

セ
ン
タ
ー
＝
尾
張
旭
市
渋
川
町

三
＝
で
開
催
さ
れ
、
受
賞
者
ら

百
人
近
く
が
出
席
し
た
。

防
犯
や
交
通
安
全
と
い
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め

〝
地
域
の
安
心
・
安
全
〟
に
つ

な
が
る
協
力
と
貢
献
に
対
し
、

同
署
が
毎
年
こ
の

時
期
行
っ
て
い
る

も
の
。

こ
と
し
は
、
交

通
安
全
推
進
委
員

な
ど
を
務
め
る
内

藤
洋
明
さ
ん
、
金

城
学
院
常
任
理
事

の
安
藤
剛
さ
ん
へ

警
察
本
部
長
感
謝

状
を
伝
達
。
ま

た
、
約
百
三
十
の

団
体
や
個
人
に
署

長
感
謝
状
を
贈
っ

た
。

杉
本
署
長
は
「
多
く
の
課
題

が
あ
る
が
、
治
安
の
プ
ロ
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。
引
き
続

き
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
」
と

あ
い
さ
つ
。
来
賓
の
祝
辞
で

は
、
児
玉
透
守
山
区
長
が
「
皆

さ
ん
や
守
山
警
察
署
と
一
体
と

な
っ
て
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
一
層
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会
＝

小
幡
南
一
＝
は
昨
年
、
区
在
住

・
在
学
の
十
八
歳
ま
で
を
対
象

理
事
業
所
＝
金
城
学
院
大
学
、

守
牧
苑
▽
優
良
防
火
管
理
者
＝

長
谷
川
芳
久
、
篭
橋
芳
孝
▽
優

良
危
険
物
保
安
事
業
所
＝
白
金

鍍
金
工
業
、
日
本
コ
ン
ク
リ
ー

ト
▽
優
良
危
険
物
取
扱
者
＝
萩

原
彰
一
、
田
中
光
秀
、
細
見
周
平

▽
功
績
消
防
団
＝
大
森
消
防

団
、
小
幡
同
▽
優
良
消
防
団
＝

志
段
味
東
消
防
団
、
下
志
段
味

同
、
小
幡
北
同

▽
優
良
消
防
団
員
＝

橋
京

一
、
恩
田
隆
弘
、
和
田
高
明
、

松
本
直
人
、
水
谷
学
、
酒
井
龍

之
、
松
岡
裕
文
、
渡
邊
美
弥

子
、
松
岡
光
孝
、

田
良

信
、
喜
納
政
博
、
江
口
忠
光
、

中
村
哲
之
、
新
垣
淳
、
新
谷
政

樹
、
安
田
謙
一
、
村
松
裕
子
、

可
児
良
浩
、
河
合
鋭
治
、
臼
井

正
久
、
瀧
本
真
一
、
今
吉
正

彦
、
藤
井
俊
幸
、
早
瀬
頼
一
、

柴
田
錦
二
、
臼
井
英
俊
、
水
野

智
高
、
水
野
吉
昭
、
北
川
一

雄
、
伊
東
荘
介
、
矢
澤
嘉
規
、

小
川
敏
正
、

橋
武
生
、
畑
中

甲
二
、
石
黒
弘
、
堀
好
勝
、
佐

野
代
志
一
、
中
村
丈
治
、
露
無

崇
、
山
崎
孝
幸
、
刑
部
健
二
、

牧
野
智
也
、
西
谷
博
絵
、
野
村

彩
子
、
今
川
さ
お
り
、
水
野
靖

彦
、
山
井
隆
行
、
水
野
龍
太
、

臼
井
明
夫
、
長
谷
川
和
光
、
田

岡
鉄
也
、
矢
野
喜
義
、
伊
藤
広

隆
、
三
浦
祐
矢
、
後
藤
日
出

紀
、
山
田
康
夫

区
内
で
先
月
十
六
日
に
発
生

し
た
交
通
死
亡
事
故
を
受
け
、

約
五
十
人
が
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
緊
急
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

先
月
二
十
日
、
幸
心
高
田
交
差

点
の
東
側
で
行
わ
れ
た
。

発
生
間
も
な
い
時
期
に
啓
発

す
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
の
悲

惨
さ
を
周
知
し
よ
う
と
実
施
。

守
山
署
員
や
区
役
所
職
員
、
安

全
運
転
管
理
協
議
会
や
二
城
学

区
連
絡
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
ら

が
集
ま
っ
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
前
に
は
、
杉

本
浩
治
守
山
署
長
が
「
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
が
交
通
事
故
を

減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と

あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
同
学
区
連

絡
協
議
会
の
田
中
克
明
委
員
長

は
「
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も

な
ら
な
い
よ
う
」
な
ど
、
啓
発

活
動
の
目
的
を
伝
え
た
。

参
加
者
は
二
組
に
分
か
れ
て

移
動
し
、
道
路
を
挟
む
よ
う
に

し
て
整
列
。
「
交
差
点
注
意
」

「
ス
ピ
ー
ド
落
と
せ
」
と
書
か

れ
た
サ
イ
ン
板
を
掲
げ
、
行
き

交
う
車
や
バ
イ
ク
に
安
全
運
転

を
訴
え
た
。

守
山
署
は
「
ス
ピ
ー
ド
を
出

さ
な
い
よ
う
、
ま
た
交
通
状
況

に
応
じ
た
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た

運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

国
府
宮
は
だ
か
祭
の
鏡
餅
作
り

名
古
屋
市
守
山
区
奉
賛
会
の
会
員
ら
が
参
加

守
山
署
が
感
謝
状
贈
呈
式

〝
地
域
の
安
心
・
安
全
〟
へ
の
協
力
と
貢
献
に

手
作
り
絵
本
の
入
賞
作
品
決
定

二
作
品
が
最
優
秀
の「
活
動
計
画
賞
」に

森
田
署
長
か
ら
各
代
表
者
へ
感

謝
状
や
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た賞

状
を
手
に
桒

田
さ
ん
（
左
）

と
守
山
保
護
区

保
護
司
会
の
大

島
誠
会
長

賞状を手に「守山西城学童」の（左
から）青山さんと徐さん、勝見次長

安全運転を―サイン板を掲げて呼びかける参加者ら

幸心高田交差点東側で呼びかけ
緊急の交通安全キャンペーンを実施

感謝状の伝達や贈呈などが行われた
家族連れらが「よいしょ」のかけ声とともに杵を振るった

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」作
文
コ
ン
テ
ス
ト

守
山
区
推
進
委
員
会
が
主
催
し

優
秀
賞
の
桒
田
さ
ん
ら
を
表
彰

消防活動に貢献した個人や団体へ
守山区消防表彰式
感謝状や表彰状を贈る
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